
公害・地球環境問題懇談会(JNEP)の紹介      公害・地球環境問題懇談会(JNEP)加入申込書

　「公害・地球環境問題懇談会（ＪＮＥＰ）」は、公害や環境破壊をなくすために運動 　　　公害・地球環境問題懇談会に加入ご希望の方は下記の用紙に記入して

している団体や個人をつなぐために、1990年12月に結成されました。 　　　FAX(03-3352-9476)でお送りください。

　この会では大気汚染や水俣病などの公害被害者や弁護士、ムダで有害な公共

事業や原発などの公害環境問題に取組んでいる学者・研究者をはじめ、労働組合、

女性団体、農民団体、医療関係者などと多くの市民が参加して活動しています。 どちらかに〇 　　　　・　個人として加入　　　　　　　・　団体として加入

　2011年3月に発生した東日本大震災と福島原発事故以後は、被害者の救済と 加入年月日 　　　　　  　年　 　月　　  日

全面賠償、さらに「脱・原発、自然エネルギーへの転換」に力を入れて地球温暖化 氏名 (フリガナ)

防止とあわせて活動しています。

参加団体

公害・地球環境問題懇談会(JNEP)の活動

住所 〒

全国の公害被害者と連携して

( ニュースの送付先が事務所の場合は事務所の名前と住所を正確にお書きください )

九州エコツアー、フクシマ現地調査など TEL

FAX

e-mail

地球温暖化対策　原発に依存しない自然エネルギーを推進

会費　　個人　・　年額3000円　　団体　・　年額10000円

会員には毎月JNEPnewsをお送りします。
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　ムダで有害な公共事業に反対し、公害被害者の支援のために、九州のミナマ
タ、有明海、川辺川などの現地調査を行い、水俣病被害者や、有明海漁民、川辺川
流域の住民と交流、学習をしています。また、「原発被害者」と連帯して二度とこの
ような問題が起きないため現地調査にも随時取り組んでいきます。

　地球温暖化対策、原発ゼロの運動を進めています。　地方自治体、住民とともに
地産地消の自然エネルギーを普及するため全国フォーラムを開催します。また、地
球環境に関わる国際会議や催しなどにもできる限り参加したり情報を得ています。

　全国公害被害者総行動実行委員会、全国公害弁護団連絡会議と連携して、公害
被害者の救済、公害根絶のために政府交渉を行い、政府に対して政策提言を行っ
ています。




